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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 11,988 0.3 625 △41.6 694 △37.4 454 △39.6

2024年３月期第３四半期 11,949 △10.5 1,071 △25.4 1,109 △24.6 752 △21.9
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 347百万円( △60.5％) 2024年３月期第３四半期 880百万円( △4.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 105.30 －

2024年３月期第３四半期 174.32 －

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 19,988 12,412 61.1

2024年３月期 21,122 12,079 57.0
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 12,221百万円 2024年３月期 12,040百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期(予想) 40.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,800 1.1 550 △57.0 610 △55.2 400 △61.6 92.64
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想の修正については、本日（2025年２月10日）公表いたしました「2025年３月期 通期連結業績予想の修
正に関するお知らせ」をご参照ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） サンワマテリアルソリューションズ株式会社 除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P.８「２ 四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四
半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 4,318,000株 2024年３月期 4,318,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 106株 2024年３月期 83株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 4,317,899株 2024年３月期３Ｑ 4,317,946株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現状入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料P.３「１ 当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、エネルギー価格の高止まり、各国経済の減速見通し、不安定な

為替相場等の影響により、依然として不透明な状況が続いております。脱炭素化の世界的な流れは、米国の政権交

代による政策変化などで一部の国や市場で停滞が懸念されるものの、中長期的には各国政府の方針に基づき、企業

の設備投資の拡大が引続き期待されております。

国内経済においては、個人消費や企業収益の回復によって経済活動の正常化が進み、雇用・所得環境が改善する

など緩やかな回復基調で推移しました。ただし、中東・東欧地域の情勢悪化や中国経済の減速、為替の影響、エネ

ルギー価格や原材料価格の高騰等により、景気の先行きが不透明な状況に変化はありません。

このような状況下において、当社グループは環境を軸とした事業活動を展開し、サステナブルな社会の実現に貢

献することを通じて、社会から必要とされる環境リーディングカンパニーとなることを目指し、2030年度を見据え

た長期ビジョン「グランドビジョン2030」を2023年５月に策定して取組を進めております。グランドビジョン2030

に向けた直近３年間を中期経営計画期間としており、中期経営計画においては、中長期的な成長が見込まれる半導

体・電池及び電子部品業界向け製品供給やサービス提供に注力することにより、事業成長・業績拡大を進めること

としております。また、使用済化学品の再資源化需要に対応するため、2024年６月に北九州市に子会社サンワマテ

リアルソリューションズ株式会社を設立いたしました。当第３四半期連結累計期間においては、今後の成長ドライ

バーとなる半導体・電池及び電子部品業界向けの製品供給や産業廃棄物の有効利用等に注力いたしましたが、顧客

の稼働回復遅れや在庫の消費待ち等、外部環境の影響を大きく受ける状況となりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高11,988百万円（前年同期比0.3％増）、営業利益625百万

円（前年同期比41.6％減）、経常利益694百万円（前年同期比37.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益454

百万円（前年同期比39.6％減）となりました。

当社グループは、環境関連事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載を省略しておりますが、主な

事業は５つに区分しており、事業種類別の業績は次のとおりです。

①リユース

当事業は、廃棄物の再資源化に対する社会的ニーズが年々高まる中、サーキュラーエコノミーの形成に貢献して

いくことを目指し、有機溶剤、リン酸及び希少金属等のマテリアルリサイクル推進とその付加価値向上に注力して

おります。資源価格及び各種コスト上昇分の価格転嫁を進めており、再生製品の販売価格が上昇していることに加

え、一部顧客の工場において稼働が回復しており、再生品原料の収集量が増えていることから取扱数量は増加いた

しました。その結果、売上高は2,930百万円（前年同期比30.0％増）となりました。

②リサイクル

当事業は、これまでに東西工場拠点において投資をしてきたリサイクル施設の稼働率を向上させるため、新規顧

客開拓による取扱数量の増加に注力しております。産業廃棄物の収集を強化してきたため、取扱数量は増加しつつ

あるものの、単価の高い難処理物の取扱数量は減少し引取平均単価は下落いたしました。その結果、売上高は4,193

百万円（前年同期比3.2％減）となりました。

③化学品

当事業は、次世代自動車の台頭やIT技術・情報通信技術の高度化に伴い、半導体・電池等のマーケット拡大が期

待される中、そのようなエレクトロニクス業界向けの製品供給に注力しております。しかしながら、一部顧客にて

需要が回復したものの、生産調整に伴う需要低下等により、ファインケミカル製品の販売数量が伸び悩んでおりま

す。その結果、売上高は2,407百万円（前年同期比16.5％減）となりました。



三和油化工業株式会社(4125) 2025年３月期 第３四半期決算短信

3

④自動車

当事業は、次世代自動車などの新しい可能性が広がる一方、従来からの部品加工分野は需要が縮小していくこと

が見込まれております。原価上昇分を売価へ転嫁する活動は進めてきたものの、金属加工油や潤滑油等の販売数量

は伸び悩みました。その結果、売上高は1,819百万円（前年同期比8.2％減）となりました。なお、これまで自動車

事業に含めておりました解体・清掃等の作業代を当第３四半期連結累計期間よりPCB事業へ統合し名称をエンジニア

リング事業に変更いたしました。前第３四半期連結累計期間の自動車事業から作業代を除いた売上高は1,799百万円

となります。

⑤エンジニアリング

当事業は、当第３四半期連結累計期間より名称をPCB事業からエンジニアリング事業に変更し、これまで自動車事

業に含めておりました解体・清掃等の作業代を統合いたしました。PCB廃棄物を適切に処理する取組で培ったノウハ

ウを活かし、今後増加が見込まれる化学プラント等の改廃ニーズを取込み、解体工事により発生する清掃・廃棄物

処理等を一手に担い、ソリューション提供を通じて顧客の信頼を獲得し、事業を拡大していく活動に注力しており

ます。その結果、売上高は637百万円となりました。なお、前第３四半期連結累計期間のPCB事業に作業代を加えた

売上高は678百万円となります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は19,988百万円と前連結会計年度末に比べ1,134百万円減少いたしました。これ

は主に機械装置が484百万円、受取手形及び売掛金が149百万円増加したものの、現金及び預金が1,897百万円減少したこ

と等によります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は7,576百万円と前連結会計年度末に比べ1,466百万円減少いたしました。これは

主に長期借入金が396百万円、１年内返済予定の長期借入金が275百万円、未払費用が166百万円減少したこと等によりま

す。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は12,412百万円と前連結会計年度末に比べ、332百万円増加いたしました。これ

は主に、その他有価証券評価差額金が100百万円減少したものの、利益剰余金が281百万円、非支配株主持分が151百万円

増加したこと等によります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想については、当第３四半期連結累計期間の実績をふまえ、2024年11月８日に公表した予想値を修

正いたしました。詳細については、本日（2025年２月10日）公表いたしました「2025年３月期 通期連結業績予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,743,751 845,896

受取手形及び売掛金 2,676,330 2,825,369

電子記録債権 482,704 514,116

商品及び製品 371,698 302,542

仕掛品 159,929 204,572

原材料及び貯蔵品 416,901 402,311

その他 225,007 235,517

流動資産合計 7,076,323 5,330,324

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,456,491 4,582,530

機械装置及び運搬具（純額） 2,377,609 2,957,958

土地 4,869,085 4,869,085

リース資産（純額） 10,740 8,664

建設仮勘定 387,867 402,238

その他（純額） 316,433 289,735

有形固定資産合計 12,418,229 13,110,213

無形固定資産 103,106 102,386

投資その他の資産

投資有価証券 842,263 701,589

退職給付に係る資産 254,364 266,289

繰延税金資産 33,415 33,918

その他 394,942 443,855

投資その他の資産合計 1,524,986 1,445,652

固定資産合計 14,046,321 14,658,252

資産合計 21,122,645 19,988,577
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,249,120 1,188,273

電子記録債務 235,833 218,708

１年内返済予定の長期借入金 1,511,532 1,236,249

リース債務 3,044 3,044

未払法人税等 184,063 29,230

賞与引当金 254,440 114,428

役員賞与引当金 26,900 26,022

営業外電子記録債務 218,622 80,431

その他 1,244,823 1,004,505

流動負債合計 4,928,380 3,900,891

固定負債

長期借入金 3,816,568 3,419,612

リース債務 8,770 6,486

役員退職慰労引当金 198,071 198,071

退職給付に係る負債 － 2,502

繰延税金負債 88,678 46,568

その他 2,724 2,301

固定負債合計 4,114,812 3,675,542

負債合計 9,043,193 7,576,434

純資産の部

株主資本

資本金 1,588,320 1,588,320

資本剰余金 1,542,906 1,542,906

利益剰余金 8,490,204 8,772,167

自己株式 △326 △382

株主資本合計 11,621,104 11,903,011

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 419,850 318,951

その他の包括利益累計額合計 419,850 318,951

非支配株主持分 38,497 190,180

純資産合計 12,079,452 12,412,142

負債純資産合計 21,122,645 19,988,577
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 11,949,139 11,988,898

売上原価 8,366,944 8,677,355

売上総利益 3,582,195 3,311,543

販売費及び一般管理費 2,511,071 2,686,219

営業利益 1,071,123 625,323

営業外収益

受取利息 32 581

受取配当金 20,180 19,274

受取賃貸料 17,073 17,073

受取保険金 3,710 12,921

補助金収入 5,713 29,025

その他 9,525 23,962

営業外収益合計 56,234 102,838

営業外費用

支払利息 16,996 18,366

損害補償損失引当金繰入額 － 14,194

その他 894 758

営業外費用合計 17,890 33,319

経常利益 1,109,468 694,842

特別利益

固定資産売却益 － 699

特別利益合計 － 699

特別損失

固定資産除売却損 276 1,642

特別損失合計 276 1,642

税金等調整前四半期純利益 1,109,192 693,900

法人税等 347,739 245,037

四半期純利益 761,453 448,862

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

8,768 △5,817

親会社株主に帰属する四半期純利益 752,684 454,680
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 761,453 448,862

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 119,337 △100,899

その他の包括利益合計 119,337 △100,899

四半期包括利益 880,790 347,963

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 872,021 353,780

非支配株主に係る四半期包括利益 8,768 △5,817
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当社及び連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しています。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しています。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、環境関連事業から構成される単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 768,439千円 862,165 千円
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独立監査人の四半期連結独立監査人の四半期連結独立監査人の四半期連結独立監査人の四半期連結独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レ財務諸表に対する期中レ財務諸表に対する期中レ財務諸表に対する期中レ財務諸表に対する期中レビュー報告書ビュー報告書ビュー報告書ビュー報告書ビュー報告書

2025年２月７日

三和油化工業株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

名古屋事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 中村哲也

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 山田昌紀

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている三和油化工業株式会社の2024年４月１日から2025年

３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連

結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式会社

名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにあ

る。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断し

た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財

務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示す

る必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
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監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び株

式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適

用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企

業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項

に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連

結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可

能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成され

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


